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地方創生・国スポ・障スポ大会対策特別委員会 

 

１ 開 催 日 時  令和３年 10 月５日（火） ９時 59 分～11 時 35 分 

 

２ 開 催 場 所  第四委員会室 

 

３ 説  明  員  文化スポーツ部長、商工観光労働部長および関係職員 

 

４ 議 事 の 概 要        

（１）第２期滋賀県スポーツ推進計画に基づく施策の実施状況について 

   委員からは、県内でウインタースポーツの選手が育ってきており、冬季オリンピ

ックに出場できる可能性があるので、滋賀県の地勢を生かして、ウインタースポー

ツの推進にも力を入れられたい、公共スポーツ施設の運用について、緊急事態宣言

が発出された際に、県の施設と市町の施設で統一されていなかったので、県内で統

一した運用をされたい、などの意見が出された。 

 

（２）三重とこわか国体・三重とこわか大会の開催中止について 

 

（３）（仮称）ビワイチ推進条例（素案）について 

   委員からは、ビワイチに関わりがない県民にもビワイチを理解してもらい、誇り

に感じてもらって、みんなでビワイチを応援してもらうことが重要なので、県民が

ビワイチに対して愛着や誇りを持てるような表現を条例に盛り込んではどうか、サ

イクリストのマナーについて、滋賀県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条

例で示されているが、この条例においても位置付けたほうがよいのではないか、ビ

ワイチはナショナルサイクルルートを中心に動いている部分があるが、ビワイチ・

プラスも含めて、県下全域で観光振興や地域振興に寄与する取組にすべきであるし、

様々なところで市町と連携しながら進めなければならない、自転車通勤の推進など、

自転車文化が県民生活に浸透するような表現を条例に盛り込むべきである、滋賀県

の認知度を上げるために、自転車で琵琶湖を一周する取組があることを全国に知っ

てもらう必要があり、本条例はそのための条例でもある、などの意見が出された。 
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委員会に配付された資料 

資料１ 第２期滋賀県スポーツ推進計画に基づく施策の実施状況について 

資料２ 三重とこわか国体・三重とこわか大会の開催中止について 

資料３ （仮称）ビワイチ推進条例（素案） 

 


